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【問題の所在】 

2008（平成 20）年 1 月に出された中央教育審

議会の「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及

び特別支援学校の学習指導要領等の改善につい

て」答申では、児童生徒に基礎的・基本的な知

識や技能を習得させることの重要性が示され、

2011（平成 23）年 4 月より完全実施となった小

学校学習指導要領では、生涯にわたって運動に

親しむ資質や能力の基礎を育てることが体育科

の目標として示された。水泳系については、「原

則として第 4 学年で指導する」としてされてい

たが、今回の改訂によって第 5 学年からの取扱

いとなり、高学年の「水泳」では、クロールな

らびに平泳ぎにおいて、「続けて長く泳ぐこ

と」が技能に関する内容として示されている。

小学校中学年から高学年にかけての段階は、新

しい運動がすばやく習得される運動の「最適学

習期」とされている（マイネル, 1981）。これら

のことからも小学校中学年では、高学年での技

能目標として位置付けられている「長く泳ぐ」

ために必要な基礎を身に付けておく必要がある

と考えられる。 

 

【本研究の目的】 

本研究では、小学校学習指導要領解説の体育

編において、高学年の技能目標として示されて

いる「クロールで続けて長く泳ぐこと」を達成

するための前段階として、同書において中学年

の浮く・泳ぐ運動の内容の面かぶりクロールの

習得に向けた学習指導プログラムの作成ならび

にその有効性について検証する。 

 

【先行研究の検討】  

学習指導要領の改訂とともに水泳系の授業の

目標や内容も変容しており、どの指導方法にお

いても良い点悪い点が存在し、児童の実態に合

わせた指導方法を用いることが重要であるとい

える。多くの実践が行われている面かぶり型の

クロール指導は、そのほとんどが一単元でバタ

足、面かぶりクロール、クロールまで行うもの

が多く（滝沢, 1984）、面かぶりクロールの習得

を学習目標の中心とした実践は僅尐で、指導内

容も不明確であった。このことからも、面かぶ

りクロールの習得を意図した研究が必要である。 

 

【各章の概要】 

＜第 1 章＞ 

第 1 章では、面かぶりクロールの習得に求め

られる技術的条件を明らかにした。その際、面

かぶりクロールにおける推進力や浮力の重要性

について述べ、技術的なつながりを明らかにす

る。次に、面かぶりクロールのその習得にむけ

た評価基準とその習得に向けた学習指導プログ

ラムを作成した。水泳運動の評価基準に関する

研究は、けのび動作やクロール動作の観察評価

に基づき作成されたものでなかったり、観察評

価に基づいて作成されたものであったとしても、

バイオメカニクス的な知見をもとに検討が試み

られていなかったりした。そこで、本研究では、

田嶋ほか（2010）や合屋ほか（1992）の研究を

参考にしながら、先行研究でなされていないバ

イオメカニクス的な知見を加えていきながら、

面かぶりクロール習得に向けた具体的な評価基

準を作成した。次に「けのび」、「面かぶりバ

タ足」、「面かぶりクロール」の順に教材を配

置し、単元前半では、「泳ぐために必要な技術

を身に付けるようにする」ことを目標とし、単

元後半では、「身に付けた基礎的な技術を活か

しながら、面かぶりクロールができるようにす

る」ことを目標とした学習指導プログラムを作



  

成した（表 1）。 

 

表 1 学習指導プログラム 

●ビート板キック
→足の甲で水をしっかり叩くことができる。
→肘をまっすぐのばす。
●バンザイバタ足
→ももから動かすことができる。
→けのびの姿勢でキックをする。
→前で手を合わせないようにする。
●1かきリズムキック
→手を棒のようにしてまっすぐかくことがで
きる。
→手の平で太ももをさわる。
●ぐるっと片手世界一周
→手の平で太ももをさわる。
→腕をまっすぐのまま、肩を大きく回す。
→手を回した時にバランスが崩れないよう
にする。

●1かきリズムキック
→手を棒のようにしてまっすぐかくことがで
きる。
→手の平で太ももをさわる。
●ぐるっと片手世界一周
→手の平で太ももをさわる。
→腕をまっすぐのまま、肩を大きく回す。
→手を回した時にバランスが崩れないよう
にする。
●面かぶりクロール
→かいた手が戻ってきたら次の手をかく。
→前で手をさわらないようにする。
●ボードセーリングリレー
→ボディボードの上で腹ばいになり、「右
手」「左手」「両手」の3回戦で行う。
●本時の振り返り
→面かぶりクロールで、どこまでいけたか
自分の伸びを知る。

●1かきリズムキック
→手を棒のようにしてまっすぐかくことがで
きる。
→手の平で太ももをさわる。
●ぐるっと片手世界一周
→手の平で太ももをさわる。
→腕をまっすぐのまま、肩を大きく回す。
→手を回した時にバランスが崩れないよう
にする。
●面かぶりクロール
→かいた手が戻ってきたら次の手をかく。
→前で手をさわらないようにする。
●ボードセーリングリレー
→ボディボードの上で腹ばいになり、「右
手」「左手」「両手」の3回戦で行う。
●本時の振り返り
→面かぶりクロールで、どこまでいけたか
自分の伸びを知る。

事後測定

5時間目 6時間目 7時間目 8時間目

水慣れ：腰かけキック→入水→水中じゃんけん（勝った人の股下をくぐる。鼻からブクブク出す）→ジャンプ→だるま浮き→クラゲ浮
き→背浮き（一人）→沈む（お腹付ける）

まとめ身に付けた基礎的な技術を活かしながら、面かぶりクロールができるようにする。（ストロークとコンビネーション）

キックをしながら手の平で水を後ろに押すこと
ができ、片手の面かぶりクロールができるよう

になる。

姿勢を崩さないように手を回すことができ
る。

面かぶりクロールができるようになる。

学習のねら
いや進め方
をしる

泳ぐために必要な基礎的な技術を身につけるようにする。（けのびとバタ足）

壁をしっかりけれるようになり、補助具なし
のけのびができるようになる

基本的な足の動かし方ができるようになる 正しいバタ足ができるようになる。

オリエン
テーション
学習のね
らい
単元の流
れ
授業の流
れ
水慣れ
グルーピン
グ
事前測定

●ビート板ロケット（ビート板けのび）
→壁をしっかりけれるようになる。
→顎を引いて、手足をまっすぐに伸ばす。
→力を抜いて水に浮くことができる。
●水中ロケット（けのび）
→潜ってから壁をしっかり蹴ることができ
る。　●ワープゾーンへＧＯ！！（けのび）
→けのびでフラフープをくぐることができ
る。　　☆グループ内で交代でフラフープを
持つ。　　　☆徐々にフラフープを遠くして
いく（3～5ｍ）

●ビート板ロケット（ビート板けのび）
→壁をしっかりけれるようになる。
→顎を引いて、手足をまっすぐに伸ばす。
→力を抜いて水に浮くことができる。
●水中ロケット（けのび）
→潜ってから壁をしっかり蹴ることができる。
●ワープゾーンへＧＯ！！（けのび）
→けのびでフラフープをくぐることができる。
☆グループ内で交代でフラフープを持つ。
☆徐々にフラフープを遠くしていく（3～5ｍ）
●腰かけキック
→ひざが曲がらないようにする。
→足を「グー」にする。
→両足を「ハ」の字にする。
☆グループで見合う。
●ビート板キック
→足の甲で水をしっかり叩くことができる。
→肘をまっすぐのばす。

●腰かけキック
→ひざが曲がらないようにする。
→足を「グー」にする。
→両足を「ハ」の字にする。
☆グループで見合う。
●ビート板キック
→足の甲で水をしっかり叩くことができる。
→肘をまっすぐのばす。
●ワープゾーンを突きぬけろ！！
→ワープゾーンを抜けたらバタ足をする。
☆グループ内で交代でフラフープを持つ。
●バンザイバタ足
→ももから動かすことができる。
→けのびの姿勢でキックをする。
→前で手を合わせないようにする。

1時間目 2時間目 3時間目 4時間目

オリエン
テーショ

水慣れ：腰かけキック→入水→水かけっこ→水中にらめっこ（鼻からブクブク出す）→だるま浮き→クラゲ浮き→背浮き（二人一
組）　　　　　→沈む（お尻付ける）→流れるプール

 

 

＜第 2 章＞ 

前章で作成した学習指導プログラムの信頼性

の検討をする。検証授業は、2011（平成 23）年

に東京都内Ｅ小学校の 4 年生の児童 31 名から、

学校が設定している進級基準の 6 級（けのびス

タートで 15m 泳げる）以下の「潜れるが泳げな

い児童」計 8 名（男子 5 名、女子 3 名）を対象

に、面かぶりクロール習得のための学習指導プ

ログラムを適用した水泳の授業を実施した。形

成的授業評価を行った結果、総合評価でみると、

プログラム前半は低い値を示していたが、プロ

グラムの進行に伴い評価が高まっていたことが

確認された（図 1）。 
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図 1 形成的授業評価の推移 

 

プログラム前後のフォーム得点の平均点は、

プログラム前後で 28.25 点の伸びがみられ、5％

水準で有意差が認められていることから、本学

習指導プログラムが児童の面かぶりクロール習

得に有効であることが明らかになった（表 2）。 

 

表 2 面かぶりクロールの測定おけるフォーム得点（全体） 
事前測定 事後測定

M 52.00 80.25
（SD） 9.58 3.99

*：p<0.05(M：平均値　SD：標準偏差)

対象者全体（N＝８）

Z値

‐2.521　*

 

 

各動作について、けのび動作では、プログラ

ム前が 12.38 点であるのに対し、プログラム後

は 17.25 点と 4.87 点の伸びがみられた。面かぶ

りバタ足動作では、プログラム前が 5.88 点であ

るのに対し、プログラム後には 8.13 点と 2.25

点の伸びがみられた。プログラム前後の右手の

面かぶりクロール動作では、プログラム前が

17.63 点であるのに対し、プログラム後には

27.38 点と 9.75 点の伸びがみられた。プログラ

ム前後の左手の面かぶりクロール動作では、プ

ログラム前が 16.13 点であるのに対し、プログ

ラム後には 27.38 点と 11.25 点の伸びがみられ

た。それぞれ 5％水準で有意差が認められたこと

から、本学習指導プログラムが児童の面かぶり

クロールの各動作の改善に有効であることが明

らかになった（表 3）。 

 

表 3 面かぶりクロールの測定おけるフォーム得点（各動作） 
事前測定 事後測定

M 12.38 17.25
（SD） 3.25 0.89
M 5.88 8.13
（SD） 1.13 0.83
M 17.63 27.38
（SD） 3.89 1.85
M 16.13 27.38
（SD） 3.79 1.60

(M：平均値　SD：標準偏差) *：p<0.05

対象者全体（N＝８）

右手面かぶりクロール動作 ‐2.527　*

左手面かぶりクロール動作 ‐2.527　*

Z値

けのび動作 ‐2.375　*

面かぶりバタ足動作 ‐2.539　*

 

 

＜本研究の課題＞ 

学習指導プログラムの修正に向けた課題とし

ては、実験授業ではティームティーチングを採

用しており、特定の指導条件下での検証授業で

あること、評価規準のさらなる検討が必要であ

ること、今回の学習指導プログラムで児童が身

に付けることができなかった内容の教材の改善

が必要であることがあげられる。 

 

 


